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１. はじめに

近年、高度経済活動に伴い、オゾン層破壊、地球温暖化、

耐酸性雨等の環境破壊が深刻化しているため、塗料分野

でも環境対応技術･製品の開発が急務とされている。この

環境対応化すべき製品としてPVCゾルがあげられる。PVC

ゾルは厚膜塗装が可能で耐久性に優れ、加工性、耐薬品

性も良好なため屋外、屋内を問わず広く使用され、図1に示

すようにプレコートメタル（以下PCMと略す）用塗料では1995

年時点で全体の１５％を占めている。しかしPVCゾルは一方

で、可塑剤中の環境ホルモン、焼却時のダイオキシン発生等

の疑いや脱塩酸反応による酸性雨等の問題を有している。

そのため、環境保護と市場の需要両立のためには、代替塗

料の開発が急務となっている。

PVCゾルを、現在PCMで主に使用されている高温短時

間焼付塗料で代替することは困難とされていたが、PVCを

代替えできる厚膜ポリエステル塗料「TH-1000」を開発した

ので、その製品の概要について紹介する。
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２. 開発目標

緒言で述べたように開発の目的には大きく分けて以下に

示す２点がある。

（１）PVCゾルの代替塗料の開発

（２）高温短時間焼付塗料での厚膜化、高加工の基

本技術の確立

３. 開発・設計方針

PVCゾルの塗膜寿命は、図２に示すように劣化層膜厚と

残存膜厚が一致するところであり、初期膜厚が２００μmの場

合、塗膜寿命は約２５年となる１）。一方、一般の建材用上塗

塗料に用いられているポリエステル塗料の場合は、ポリエス

テルの種類により塗膜の減少速度は異なるが、ほぼバクロ時

間に比例して塗膜は減少する。さらに、残存膜厚が６μm以

下になると、光の透過が下塗にまで及ぶようになる影響で塗

膜剥離を生じる。経時での膜厚減少を考慮するとポリエス

テル塗料でPVCゾルの代替えをするには、PVCゾルと同等

の塗膜寿命を得るために３０μm以上の厚膜塗装が可能な

こと、PVCゾルの特徴である高加工性を達成することがポイ

ントとなる。

開発品「TH-1000」は図３に示すように、厚膜化について

はブロックイソシアネート硬化とすることで達成した。同時に、

ポリエステルの分子量を低くして高固形分化し、厚膜塗装

に有利な塗料性状とした。また高加工性の塗膜を得るため

に、基体樹脂のポリエステルをリニヤー型で低Tgタイプに設

計した。

以上の手法により、PVCゾルの代替え品となり得る、厚膜

塗装が可能で高加工型のポリエステル塗料「TH-1000」を

開発した。
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４. 開発品の性能

4.1 性能のまとめ

表１に開発品「TH-1000」の性能、図４に塗装仕様を示

す。「TH-1000」は従来の建材用上塗塗料と比較して厚膜

塗装性、加工性が大幅に向上しており、標準膜厚３５μmの

設定が可能である。その他の性能もほぼPVCゾルの性能に

到達している。

4．２厚膜塗装性

開発品「TH-1000」と従来の建材用および加工建材用

上塗塗料のワキ限界膜厚について図５に示す。

従来の建材用上塗塗料では膜厚２０μm、加工建材用塗

料では２３μm以上になるとワキが発生し、これらの高温短時

間焼付塗料では、30μm以上の厚膜塗装が不可能であっ
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た。これに対し「TH-1000」は４０μmまでワキが発生せず高

温短時間焼付塗料であるにもかかわらず、厚膜塗装性に優

れている。
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「TH-1000」と従来の建材用上塗塗料の焼付時のゲル

分率の変化について図６に示す。「TH-1000」は従来の建

材用上塗塗料よりも焼付時の硬化スピードが遅くなっており、

そのためワキが発生しにくいものと考えられる。しかしながら、

焼付時の最高到達温度となる２２５℃付近では高いゲル分

率を示している。図7に「TH-1000」の焼付温度に対するワ

キ限界膜厚、耐溶剤性について示す。「TH-1000」は焼付

温度２２５～２４０℃で耐溶剤性に問題なく、充分な硬化性が

得られており、さらにワキ限界膜厚４０μmを達成している。
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4.3 加工性

開発品「TH-1000」と従来の建材用上塗塗料および

PVCゾルの２０℃/０Ｔ加工部の拡大写真を図８に示す。従

来の建材用上塗塗料は加工部に著しいクラックを生じるの

に対し、「TH-1000」はクラックの発生がなく、高加工性を達

成している。
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4.4 耐候性

図９にサンシャインウェザオメーターでの塗膜エロージョン

を、図１０に光沢保持率および変退色について示す。開発

品「TH-1000」は従来の建材用上塗塗料と同等の塗膜エ

ロージョンを示し、光沢保持率、変退色も従来の建材用上塗
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やPVCゾルよりも優れている。したがってこの塗膜エロージョ

ンの結果と、先の図２に示した塗膜寿命および４０μmの厚膜

塗装が可能なことから、図１１に示すように「TH-1000」は標

準膜厚３５μmで２５年の耐久性は問題ないものと考えられる。

また、図１２に示すように屋外バクロについては現在２４ヶ月の

結果であるが、従来の建材用上塗塗料やPVCゾルよりも良

好な結果となっている。
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4.5 耐食性

図１３に塩水噴霧1000時間後の塗板の写真を示す。開発

品「TH-1000」は、PVCゾルよりもクロスカット部の耐食性が

大幅に向上しており、従来の建材用上塗塗料と同等の耐食

性を示している。また先の図8に示したように、従来の建材用

上塗塗料の場合は０Ｔ加工部に著しいクラックを生じている

ため、０Ｔ加工部に錆びの発生が見られた。これに対し、開

発品「TH-1000」は、０Ｔ加工部の錆びの発生は無かった。

4.6 その他の性能

表１にまとめたように、PVCゾルの特徴である耐薬品性

についても良好であり、従来の建材用上塗塗料よりも優れ

た結果となっている。また、耐溶剤性、耐湿性についても

問題なかった。

５. おわりに

今回、開発した「TH-1000」は、耐候性、加工性、耐食

性に優れているため屋外、屋内を問わず使用が可能であ

る。さらに厚膜塗装が可能であることから、これまで代替

が不可能であったPVCゾルの代替塗料として対応できる

ものと考えられる。また、この開発品が種々の条件のため

適用できない場合でも基本技術は利用できるため、今後

応用展開は拡大できると考えられる。

今後、市場展開において、より一層のPCM化の進展に

寄与できればと期待している。
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